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序　文

　本書は、九州新幹線建設工事に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書です。この発掘調査

は平成１８年度より開始し、通算２年をかけて調査を実施しました。

　平成２３年３月の新幹線開業を経て、熊本駅周辺ではますます再開発が進み、景観は

日々変貌を遂げています。風景が変化していくなかで、私たちが現在の礎となっている

先人たちの築いた歴史に目を向け、未来に継承していくことは、魅力あるまちづくりに

おいて他に替えがたい柱の一つとなることでしょう。

　本書が学術のみならず、学校教育や生涯学習など、幅広く活用され、さらにそれが県

土の発展、魅力ある街づくりへと繋がることを切に希望します。

　最後になりましたが、本事業において埋蔵文化財発掘調査に御理解を頂きました独立

行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構、熊本市教育委員会を始め、関係各位に深く

感謝を申し上げます。

　平成２４年３月２３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本県教育長　山本隆生
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第１章　序　言

１　調査に至る経緯

２　事前照会と予備調査の経緯

　1　熊本県教育委員会『長野遺跡』熊本県文化財調査報告第 189 集 2000 年　

　2　独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構は政府の特殊法人改革の一環として、1966 年 12 月に発足した船舶整備公団と 1991 年 10 月に発足した鉄道整備基金が

1997 年 10 月に統合されて運輸施設整備事業団となり、これに 1964 年 3月に発足した日本鉄道建設公団が 2003 年 10 月 1日に統合され、鉄道建設・運輸施設整備支

援機構となった。鉄道交通と海上交通に関する事業を行ってきた 3つの特殊法人を統合した機関である。
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実施日 依頼文書番号・日付 回答文書番号・日付 担当者
① H13.7.30・31 ― H13.10.31　教文第 1609 号 高谷和生
② H16.8.23 ― ― 坂口圭太郎・今村和徳
③ H17.10.13 H16.5.17　鉄運九建用一第 72号 H17.11.11　教文第 2062 号 坂口圭太郎・今村和徳
④ H17.10.13 H17.4.12　鉄運九建用一第 34号 H17.11.11　教文第 2063 号 坂口圭太郎・今村和徳
⑤ H17.6.6・7 H16.5.17　鉄運九建用一第 72号 H17,  8.10　教文第 1251 号 長谷部善一・吉田徹也

Tab.1　確認調査結果報告



３　調査組織

４　整理組織
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墓 ST001 人骨調査風景（土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム　松下孝幸氏）
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Fig.1　熊本県域における地形表記と九州新幹線により発掘調査を実施した遺跡
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５　調査区内における鉛汚染土壌に関する

　　協議



Fig.2　二本木遺跡群第６次調査区内土壌汚染地域範囲図
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Tab.2　九州新幹線新八代－博多間建設工事に伴う熊本市内埋蔵文化財発掘調査一覧
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第２章　調　査

1 　調査地域
　（１）遺跡の位置

　（２）歴史的背景

　（３）既往の調査（Fig.6）

　（４）測量

Tab.3　調査区内基準点測量成果
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Fig.3　二本木遺跡群ブロック設定図

Fig.4　調査区 Grid 設定図
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Fig.5　調査区の位置図
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　（５）地区割り



Fig.6　周辺の既往の調査区
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　（６）その他



Fig.7　万日山古墳石室実測図（乙益 1969 実測図を再トレース）
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 遺跡名 遺跡の時代 遺跡
番号 遺跡名 遺跡の時代

1 荒尾南 縄文～中世 55 北岡神社境内古墳 古墳
2 城親賢の墓 中世 56 北岡横穴群 古墳
3 岳林寺跡 中世 57 熊本駅前の石塘 近世
4 島崎 縄文 58 光明寺跡 近世
5 釣耕園 江戸 59 浄信寺跡 中世

叢桂園 江戸 60 本山城跡(本庄城跡) 弥生～中世
百梅園跡 江戸 61 無漏寺跡 中世

6 鬼塚さん古墳 古墳 62 熊本平野条里跡 古代・中世
7 石神原 弥生～平安 63 世安池田 弥生～中世
8 千原台遺跡群 縄文～平安 64 平田町 弥生～平安
9 迎田 縄文～平安 65 安元元年笠塔婆

塔身
古代

10 遠矢塚 中世
安元元年笠塔婆 古代11 野添平 縄文～中世

66 報恩禅寺境内
石造物

中世12 戸坂 弥生～平安

67 子飼 縄文～中世
13 戸坂御田尻 縄文～中世

68 黒髪町遺跡群 縄文～中世
14 花岡山・

万日山遺跡群 古墳

69 上河原 縄文～古代15 花岡山陸軍埋葬地 明治
70 渡鹿遺跡群 縄文・弥生16 山由雲院(春日寺) 江戸
71 大江白川 縄文～平安17 二本木遺跡群

春日地区第6次 72 新屋敷 弥生～中世

18 二本木遺跡群
春日地区第14次

73 渡鹿板碑 中世

19 二本木田崎(陸橋）

74 大江遺跡群 縄文～明治

20 二本木田崎
75 小泉八雲熊本旧居 明治

21 二本木遺跡群 弥生～中世

古代～近世

古代～近世

76 大江義塾跡
(旧徳富邸)  

明治

22 石塘（白川橋） 弥生～中世 77 代継神社の層塔 中世
23 独鈷山遺跡群 古墳～中世 78 本庄

(熊大病院敷地) 古墳～平安
24 清水原 縄文～中世

79 不動院跡の
六地蔵塔

中世25 上代町遺跡群 縄文～平安

80 北水前寺 奈良・平安
26 熊本平野条里跡 古代・中世

81 西水前寺町 縄文～中世
27 八島町 弥生

82 水前寺廃寺跡 奈良・平安
28 道城方 弥生・古代

83 水前寺成趣園 江戸

84 水前寺廃寺
塔心礎石

奈良

29 南新宮 弥生～中世

85 古今伝授の間 江戸

30 蓮台寺桧垣塔 中世

86 出水国府跡 弥生～中世

31 円光寺跡 近世

87 国分寺跡 縄文～中世

32 金剛寺南乾山跡 中世

88 肥後国分寺 奈良

33 仙勝院跡 中世

89 神水 縄文～平安

34 内坪井 弥生

90 江津湖遺跡群 縄文～中世

35 夏目漱石
内坪井旧居 明治

36 旧細川刑部邸 近世
37 熊本城跡遺跡群 古墳～近世
38 熊本城跡 近世
39 藤園中学校校庭 弥生～平安

40 新町古寺跡・
高麗門跡 近世

41 新馬借 古墳～平安
42 新馬借遺跡
43 古往生院跡 近世
44 船場町 弥生
45 山崎古墳 古墳
46 花畑館跡 近世
47 辛島町 弥生・古墳
48 吉祥寺横穴群 古墳
49 横手町寺院群 近世
50 願行寺跡 近世

51 細川家菩提寺
妙解寺跡 江戸

52 板屋町・
細工町寺院群   

近世

53 花岡山・
万日山遺跡

54 古町（旧唐人町） 弥生～明治

遺跡
番号

Fig.8　二本木遺跡群周辺遺跡地図

Tab.4　遺跡地名表
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11.4

11.7

11.8

11.9

11.10

11.11

11.14

11.15

11.21

11.22

11.24

11.25

11.28

12.1

12.2

12.3

12.6

12.7

12.8

12.9

12.12

12.13

12.14

12.15

12.16

12.19

２　発掘作業の経過　調査日誌
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1.10

1.11

1.12

1.13

1.16

1.17

1.18

1.19

1.20

1.23

1.25

1.26

1.27

1.30

1.31

2.1

2.2

2.3

2.6

12.20

12.21

12.22

12.26

12.27

12.28
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2.7

2.8

2.9

2.10

2.13

2.14

2.15

2.16

2.17

2.20

2.21

2.22

2.23

2.24

2.27

2.28

3.1

3.2

3.3

3.6

3.7

3.8
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3.9

3.10

3.13

3.14

3.15

3.22

3.23

3.27

3.28

3.29

4.3

4.10 ～ 14

4.17

4.18

4.19

4.20

4.21

4.24

4.25

4.26

4.27

4.28

5.1 ～ 3

5.8

5.10

5.11

5.15

5.16

5.17

5.18

5.19

5.22
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5.23

5.24

5.25

5.29

5.31

6.1

6.2

6.5

6.6

6.7

6.13

6.14

6.15

6.16

6.19

6.20

6.21

6.22

6.23

6.26

6.27

6.28

6.29

6.30

7.3

7.4

7.5

7.6

7.10

7.11

7.12

7.13
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7.14

7.18

7.20

7.21

7.24

7.25

7.26

7.27

7.28

7.31

8.1

8.2

8.3

8.4

8.7

8.8

8.9

8.10

8.11

8.14 ～ 15

8.16

8.17

8.18

8.21

8.22

8.23

8.24

8.25

8.28

8.29

8.30

8.31

9.1

9.5

9.7

9.8
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9.11

9.12

9.13

9.14

9.15

9.19

9.20

9.21

9.22

9.25

9.26

9.27

9.28

10.2

10.3

10.4

10.5

10.6

10.10～11

10.12

10.16

10.17

10.18

10.19

10.23

10.24

10.25

10.26

10.27

10.30

10.31

11.1

11.2

11.6

11.7

11.8

11.9

11.10

11.13

11.14

11.16

11.17

11.20

11.21
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11.22

11.24

11.27

11.28

11.29

11.30

12.1

12.4

12.5

12.6

12.8

12.11

12.12

12.13

12.14

12.15

12.18

12.19

12.20

12.21

12.22

12.23

12.26
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7.14

7.18

7.19

7.20

7.21

7.24

7.25

7.26

7.27

7.28

7.31

8.1

8.2

8.3

8.4

8.7

8.8

8.9

8.10

8.16

8.17

8.18

8.21

8.22

8.23

8.24

8.25

8.28

8.29

8.30

8.31

9.1

9.4

9.5

9.6

9.7

9.8

9.11

9.12

9.13

9.14

9.15

9.19
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9.20

9.21

9.22

9.25

9.26

9.27

9.28

9.29

10.2

10.3

10.4

10.5

10.6

10.10

10.11

10.12

10.13

10.16

10.17

10.18

10.19

10.20

10.23

10.24

10.25

10.26

10.27

10.30

10.31

11.1

11.2

11.7
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３　第 14次発掘調査日誌

7.20

7.21

7.22

7.23

7.26

7.27

7.28

7.29

7.30

8.2
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第３章　遺　構

　１　遺跡の調査

２　遺構各説
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調査区外
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　発掘調査風景（奥に熊本駅５番ホーム（現在は撤去））
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３　第 14次調査
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第４章　自然科学分析調査報告

二本木遺跡群（春日地区第６次調査）出土の古代人骨

　はじめに

　所見

　　　Ⅰ．人骨の埋葬姿勢と形質

　　　Ⅱ．井戸跡から出土した人骨について

　要約

土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム

二本木遺跡群（春日地区第６次調査）における自然科学分析

　　動物遺存体同定

　　土器付着物の蛍光X線分析

株式会社　古環境研究所
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熊本市二本木遺跡群（春日地区第６次調査）出土の古代人骨

松下真実 
*

・松下孝幸 
**

　

【キーワード】：熊本県、古代人骨、平安時代、井戸跡、カラベリー結節、臼旁結節

はじめに
　熊本市春日三丁目に所在する二本木遺跡群（春日地区第６次調査）の発掘調査が新幹線建設工事に

伴っておこなわれたが、2005 年（平成 17 年）度と 2006 年（平成 18 年）度の発掘調査で、合計

11体の人骨が出土した。２体は井戸跡（SE033）から、１体は溝から（SD067）、残りの８体は墓坑

から出土した。この 11体の人骨は後述しているとおり、古代（平安時代）に属する人骨であるが、

古代人骨の出土は全国的に少なく、本例は貴重な資料である。

　新幹線工事と熊本駅周辺整備事業に伴う発掘調査によって、二本木遺跡群から古代に属する古人骨

の出土例が増加している。

　03年（平成 15年）度に熊本市教育委員会が調査をおこなった二本木遺跡群の第 18次調査区から

古代に属する人骨が１体出土した（松下、2005）。この人骨は溝から出土した四肢骨の骨片にすぎ

なかった。06年（平成 18年）度におこなわれた第 28次調査においても古代末の人骨が２体が出土

したが、これは大腿骨片と歯のみであった（松下・他、2008）。熊本県教育委員会が実施した 08年

（平成 20 年）度の合同庁舎跡における発掘調査では 10 世紀後半の人骨が出土している。また、08

年度の二本木遺跡群（さつま荘跡）における発掘調査でも 10世紀代の人骨が検出されているが、こ

の人骨は古代人骨としては珍しく保存状態が良好で、特筆すべきは、この男性被葬者の推定身長が

164.97cm（Pearson 式）の高身長であること、大腿骨には縄文前期人なみの柱状性（骨体中央断面

示数 125.93〔右〕、145.83〔左〕）が認められたことである。古代人骨の保存状態は一般的に悪いも

のが多く、形質所見を明らかにすることができるものはきわめて少ないので、このような特徴が古代

人の時代的特徴であるのかはまだ明確ではない。

　08年度におこなわれた二本木遺跡群第 40次調査区Ｆ地点からは、頭を甕に入れ、おそらくは両

足も左右別々に甕に入れていたものと推測される、10世紀末～11世紀に属する人骨が出土している。

また、同じ年に二本木遺跡群第 41次調査区からは 11世紀頃の古代末に属する人骨が１体出土して

いる。この人骨は長頭型であり、低顔で、歯槽性突顎を示す男性骨であった。

　09年度におこなわれた二本木遺跡群春日地区第 11次調査区の発掘調査では、１区から古代と中

世に属する人骨が合計４体、３区からは古代に属する人骨が１体出土しており、10年度には二本木

遺跡群春日地区第 13次調査区４区から古代の人骨が１体出土した。また、09年度におこなわれた

二本木遺跡群第 50次調査区でも古代人骨２体が出土している（松下・他、2011）。

　その他に、2005 年（平成 17年）度には、大江遺跡群第 97次調査区から９世紀後半の男性人骨（松下、

2007b）が、古町遺跡第 5次調査区では 10世紀初頭に属する男性人骨が多くの副葬品（土師器など）

を伴って出土したが、ともに保存状態は著しく悪いものであった（2007）。

　09 年度におこなわれた新屋敷遺跡からも８世紀から９世紀にかけての人骨が１体出土している。

*　Masami　MATSUSHITA、**　Takayuki　MATSUSHITA

The Doigahama Site Anthropological Museum 〔土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム〕
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図１　遺跡の位置（1/25,000）
(Fig.1 Location of place of sixth excavantion, the Kasuga area of the Nihongi sites,

Kumamoto City, Kumamoto Prefecture)
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この古代人骨は、超短頭型で、大腿骨には強い柱状性が、脛骨には扁平性が認められ、高身長である

という注目すべき特徴が認められた。また、大江（学苑）遺跡群（松下、2006）と江津湖遺跡群で

は平安時代の火葬骨が出土している。

　今回出土した 11体の人骨の保存状態はかならずしも良好なものではないが、現場でできる限りの

観察をおこない、計測や観察に耐えられた人骨については、人類学的観察や計測をおこなったので、

その結果を報告しておきたい。

資　料
表１　資料数（Table 1. Number of materials）

成　　人 幼小児 合　計

男性 女性 不明

５ １ ３ ２ １１

　2005 年度と 2006 年度の発掘調査で検出された人骨は表１に示すとおり、合計 11体である。各

人骨の性別・年齢は表２に示した。これらの人骨は考古学所見から９世紀～ 11世紀の平安時代

（古代）に属する人骨と推定されている。

　計測方法は、Martin-Saller（1957）によった。年齢区分は表３のとおりである。

表２　出土人骨一覧（Table 2.　List of skeletons）

人骨番号 性別 年齢 時　　　　代 頭位 埋葬姿勢

　ST001 男性 熟年 平安（11世紀） 東 仰臥

　ST002 男性 不明 平安（11世紀） 北東 仰臥

　ST003 女性 不明 平安（9~10 世紀） 不明

　ST004 不明 不明 平安（9~10 世紀） 不明

　ST005 不明 不明 平安（9世紀後半） 北東 不明

　ST006 男性 不明 平安（9世紀後半） 北東 不明

　ST007 不明 不明 平安（9世紀後半） 不明

　ST008  － 幼児 平安（9世紀後半） 仰臥

　SD167 男性 不明 平安（9世紀後半） 不明

　SE033 No.1 男性 壮年 平安（12世紀） 井戸跡中

　SE033 No.2 － 小児 平安（12世紀） 井戸跡中

表３　出
年齢区分 　年　　齢

　未成人　乳児 1歳未満　　

幼児 1歳～ 5歳 （第一大臼歯萌出直前まで）

小児 6歳～ 15歳（第一大臼歯萌出から第二大臼歯歯根完成まで）

          成年 16 歳～ 20歳（蝶後頭軟骨結合癒合まで）

  成人    壮年 21歳～ 39歳（40歳未満）

          熟年 40 歳～ 59歳（60歳未満）

          老年 60 歳以上
注）成年という用語については土井ヶ浜遺跡第 14次調査報告書（1996）を参照されたい。
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所　見
Ⅰ　人骨の埋葬姿勢と形質

ST001（男性・熟年）

　埋葬遺構は木棺と考えられている。埋葬姿勢は仰臥。頭位は東。肘関節の状態は前腕の骨が残って

いなかったので、不明である。また、膝関節も脛骨が残存していなかったので、不明である。従って

姿勢と膝関節の状態からは仰臥伸展葬であろう。

　残存していたのは頭蓋、下顎骨の一部、左右の上腕骨、左右の大腿骨であるが、左側の上腕骨は少

量の骨粉状態であった。ラムダ縫合の観察ができたが、内板は癒合し、外板は縫合が明瞭である。大

腿骨体は大きく、骨体横径を現場で計測したところ、右側は約 32mm、左側は約 30mmあった。

　性別は、大腿骨体の径が大きいことから、男性と推定した。年齢はラムダ縫合の癒合状態から熟年

と思われる。

　副葬品は須恵器、緑釉陶器、土師器が頭蓋の両側から検出され、土師皿の一部が右側大腿骨体の下

になるような状態で土師皿が１枚検出された。その他に鉄製の紡錘車が１点、頭蓋近くで出土した。

ST002（男性・年齢不明）

　埋葬遺構は木棺と考えられている。埋葬姿勢は仰臥。頭位北東。肘関節の状態は前腕の骨が残って

いなかったので、不明である。膝関節は両側とも伸展状態だったと考えられる。残存していたのは、

頭蓋、下顎骨、左側上腕骨、左右の大腿骨、右側の脛骨である。左側上腕骨はほとんど骨粉状態で、

右側脛骨は骨体のごく一部のみである。下顎には歯が釘植しており、左側の第一、第二大臼歯の咬耗

はかなり強い。大腿骨体の径は大きく、右側大腿骨の横径は 31mmであった。

　性別は、大腿骨体の径が大きいことから、男性と推定した。

　墓坑は大きく、長径は約 190cm、短径は約 72cmである。

　頭蓋の下には小さな窪みが存在し、中から銅製品と骨片が検出された。骨片は頭蓋の一部ではなく、

指骨か中手骨の一部と思われ、銅製品に接してた部分は緑色に変色していた。頭蓋の下から銅製品や

四肢骨片が検出された例を、寡聞にしていまだ知らない。

ST003（女性・年齢不明）

　現場で実見していない。実測図をみても埋葬姿勢を明らかにすることができない。残存していたの

は左側大腿骨体と左右不明の前腕の骨の一部にすぎない。大腿骨体は形を残しているが、計測できな

い。観察によれば、径は小さく、粗線の発達はみられない。

　大腿骨体の径が小さいことから、性別を女性と推定した。年齢は不明である。

ST004（性別・年齢不明）

　本例も現場で実見していない。実測図をみても埋葬姿勢を明らかにすることができない。残存して

いたのは、頭蓋、左右不明の大腿骨、左側尺骨である。頭蓋は左側側頭骨の観察ができた。乳様突起

は小さく、外耳道には骨腫は認められない。粗線の様態は不明である。残存量が少ないので、性別を

明らかにできない。年齢も不明である。

ST005（性別・年齢不明）

　埋葬遺構は土壙墓。残存していたのは頭蓋と遊離歯のみ。頭位は北東。歯は頭蓋の南西側で検出さ
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れた。四肢骨が残存していないので、埋葬姿勢は不明である。肘関節と膝関節の様態も不明であるが、

墓坑の長さが約 190cmもあることから、おそらく膝関節は伸展状態だったと思われる。黒色土器の

碗が１個とやや大きい土師器が１個副葬されていた。前者は頭蓋の北東部に、後者は下半身の位置か

ら検出された。

　残存していた遊離歯冠の状態を歯式で示すと、次のとおりである。

８  ／  ／  ５  ４  ／  ２  １ ／  ／  ／  ／  ／  ／  ／  ／

／  ／  ／  ／  ／  ／  ／  ／ ／  ／  ／  ／  ／  ／  ／  ／

　　〔● : 歯槽閉鎖　〇 : 歯槽開存　／：不明　▽：先天性欠損、番号は歯種〕    

　　〔１: 中切歯、２：側切歯、３：犬歯、４：第一小臼歯、５：第二小臼歯、６：第一大臼歯、７：第二大臼歯、８：第三大臼歯〕

　咬耗度は Broca の１度（咬耗がエナメル質のみ）で、咬耗は弱い。また、歯冠サイズは小さい。性

別、年齢は不明である。

ST006 人骨（男性・年齢不明）

　埋葬遺構は土壙であろう。左右の大腿骨体、左右不明の脛骨と上腕骨体および腓骨体を現場で確認

した。大腿骨は埋葬状態を保っていたが、脛骨、上腕骨などは散乱状態で出土した。頭位は北東と思

われる。埋葬姿勢は仰臥と思われるが、肘関節と膝関節の様態は不明である。大腿骨体の径はやや大

きい。このことから、性別を男性と推定した。

　本人骨は後述している ST008 と隣接して検出された。本来 ST008 の人骨があるべき位置から本被

葬者の上腕骨が検出されたことから、この２体は埋葬された後に両者が一緒に攪乱を受けたものと思

われる。

ST007 人骨（性別・年齢不明）

　埋葬遺構は土壙であろう。残存していたのは遊離歯冠１個と下顎骨体の一部で、保存状態はかな

り悪い。埋葬姿勢は不明である。残存していた歯冠は上顎左側第一大臼歯の歯冠である。咬耗度は

Broca の１度（咬耗がエナメル質のみ）で、咬耗は弱いことから、未成人の可能性もある。性別、年

齢は不明である。

ST008 人骨（幼児）

　ST006 人骨の東に隣接して出土した。埋葬遺構は土壙であろう。検出されたのは左側の肋骨の一

部のみであるが、埋葬状態を保った状態で検出された。埋葬姿勢は仰臥であるが、肘関節と膝関節の

様態は不明である。肋骨の大きさから被葬者は幼児である。

SD067 人骨（男性・性別不明）

　この人骨は ST005 の北東にあり、この土壙墓に隣接している溝から検出された。人骨はこの溝が

埋まった後に墓坑が作られたようである。埋葬遺構は土壙であろう。残存していたのは左右不明の大

腿骨体の一部に過ぎないが、その径はやや大きい。おそらく頭は北東にあったものと思われる。埋葬

姿勢は不明である。性別は大腿骨体の径がやや大きいことから、男性と推定した。

SE033　No.1（男性・壮年）

　井戸跡（SE033）から２体の頭蓋が検出された。そのうちの１体である。
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１．頭蓋

　残存していたのは図２に示すとおり、主に脳頭蓋である。眉間の隆起はやや強く、前頭結節の発達

や前頭鱗の膨隆はみられない。外後頭隆起はやや突出している。乳様突起は小さい。両側の外耳道の

観察ができたが、骨腫は存在しない。三主縫合の観察ができたが、これらは内外両板はともに開離し

ている。計測はほとんどできないが、脳頭蓋の径は小さい。

　脳頭蓋の計測値は、頭蓋最大長が 172mm、頭蓋最大幅は 129mmで、頭蓋長幅示数は 75.00 とな

り、頭型は長頭に近い中頭型である。頭蓋水平周は計測できないが、脳頭蓋の径は小さい。

２．歯

　上顎骨には一部歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとおりである。

８ ７ ６ ５ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ５ ６ ７ ／

　　〔● : 歯槽閉鎖　〇 : 歯槽開存　／：不明　▽：先天性欠損、番号は歯種〕    

　　〔１: 中切歯、２：側切歯、３：犬歯、４：第一小臼歯、５：第二小臼歯、６：第一大臼歯、７：第二大臼歯、８：第三大臼歯〕

　咬耗度は Broca の２度（咬耗が部分的に象牙質まで及ぶ）である。なお、歯の径はやや大きい。

３．性別・年齢

　眉間の隆起が強いこと、外後頭隆起も発達していること、脳頭蓋の径は小さいものの歯の径が大き

いことなどから、性別を男性と推定した。年齢は三主縫合が内外両板とも開離していることから壮年

と思われる。

SE033　No.2（小児）

　頭蓋冠と下顎骨が残存していたが、その他に第一および第二頸椎の一部も残存していた。頭蓋壁は

かなり薄い。三主縫合の観察ができたが、ともに内外両板は開離している。前頭鱗は丸い。左側外耳

道が観察できたが、骨腫はみられない。下顎体の高径は低い。

　下顎骨には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとおりである。

８  ７  ６  ５  ／  ／  ２  ／ ／  ／  ／  ／  ５  ／  ７  ／

／  ７  ６  ／  ／  ３  ／  ／ ／  ２  ／  ４  ５  ６  ／  ／

　　〔● : 歯槽閉鎖　〇 : 歯槽開存　／：不明　▽：先天性欠損、番号は歯種〕    

　　〔１: 中切歯、２：側切歯、３：犬歯、４：第一小臼歯、５：第二小臼歯、６：第一大臼歯、７：第二大臼歯、８：第三大臼歯〕

　なお、上顎右側大臼歯にはカラベリー結節が、上顎左側第一大臼歯には臼旁結節が認められる。

　咬耗度は Broca の１度（咬耗がエナメル質のみ）で、咬耗は弱い。根尖孔がまだ開存しており、歯

根尖の形成状態は本例がまだ未成人であることを物語っている。歯根形成状態から、本例は 15歳程

度の小児と推測される。

Ⅱ　井戸跡から出土した人骨について

　二本木遺跡群ではこれまでに井戸跡から人骨が検出されている。１例目は二本木遺跡群第 27次調

査区（2006 年調査）から１個の中世人頭蓋が検出された（松下、2007）。２例目は 2006 年に出土

した本例（古代）である。３例目は二本木遺跡群合同庁舎跡（2006 年調査）から出土した１個の中

世人頭蓋で、４例目は二本木遺跡群第 35次調査区（2008 年調査）から井戸跡の埋土から２個の中

世人頭蓋が出土した。５例目は二本木遺跡群第 47次調査区Ｈ地点（2009 年調査）で検出された保

存不良の中世人頭蓋（１個）である。本例以外はいずれも中世人骨で、古代の例は本例のみである。

　現場で出土状況を実見していないので、詳細は不明である。検出されたのは２個の頭蓋である。２

個とも保存状態が決していい方ではないので、殺傷痕などの有無を確認することができない。ただ、
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No.2（小児）は頭蓋の他に、第一、第二頸椎の歯突起部（第一頸椎は歯突起窩、第二頸椎は歯突起）

が残存していた。この上部頸椎の一部が頭蓋とともに検出されたということは、完全に骨になった状

態の時にこの井戸跡に持ち込まれたのではなく、まだ軟部組織（筋、靱帯、結合組織）が残存してお

り、頭蓋には上部頸椎が付いた状態の時に持ち込まれたことを物語っている。井戸跡から出土する頭

蓋の例数が増加していることから、偶然に井戸跡に頭蓋が入り込んだ可能性は低くなり、意図的に頭

部だけをこの井戸跡に収めたようである。二本木界隈には当時埋葬されないで放置された死体があっ

た光景を思い描く必要があるのかもしれない。

要　約
　熊本市春日三丁目に所在する二本木遺跡群（春日地区第６次調査）の発掘調査で平安時代の人骨が

出土した。人骨の保存状態はあまりよくはなかったが、人類学的観察と計測をおこない、以下の結果

を得た。

１．2005 年（平成 17年）度と 2006 年（平成 18年）度の発掘調査で、合計 11体（男：５、女：１、

不明：３、幼小児：２）の人骨が出土した。この人骨は９世紀～ 11世紀の平安時代（古代）に属

する人骨と推測されている。

２．11体のうち２体は井戸跡から検出された。

３．頭蓋の保存状態は悪く、頭形も顔面の形態も明らかにはできなかったが、男性１例についてが脳

頭蓋の計測が可能で、頭蓋最大長 172mm、頭蓋最大幅 129mm、頭蓋長幅示数は 75.00 となり、

頭型は長頭に近い中頭型である。

４．１例（SE033 No.2）にカラベリー結節、臼旁結節がみられた。

５．井戸跡から２個の頭蓋（男性、小児）が検出された。出土状況の詳細は不明であるが、保存状態

は悪く、受傷痕などは確認できない。１個の頭蓋には下顎骨と第一、第二頸椎の一部が伴っている

ことから、まだ軟部組織が残っている状態で井戸跡に持ち込まれている。二本木界隈の当時の死体

処理の一端がうかがえる。

　謝辞
　擱筆するにあたり、本研究と発表の機会を与えていただいた熊本県教育委員会の皆様に感謝致しま

す。

≪参考文献≫

 1．Martin-Saller，1957：Lehrbuch der Anthropologie. Bd.1.Gustav Fischer Verlag，Stuttugart：429-597.

 2．松下孝幸・他、1983：山口県萩市見島ジーコンボ古墳群出土の平安時代人骨。見島ジーコンボ古墳群（山

口県埋　蔵文化財調査報告 73）：32-36.

 3．松下孝幸、1985：山口県見島ジーコンボ古墳群出土の人骨－山口大学埋蔵文化財資料館所蔵の資料－。

山口大学　構内遺跡調査研究年報Ⅳ：83-90.

 4．松下孝幸、2005：熊本市二本木遺跡群第 18次調査出土の古代・近世人骨。二本木遺跡群Ⅰ－第 18次

調査区発掘　調査報告書－：41-46.

 5．松下孝幸、2006：熊本市大江（学苑）遺跡群出土の平安時代火葬骨。大江遺跡群Ⅱ（熊本県文化財調査

報告第 231　　集）：80-84.

 6．松下孝幸、2007a：熊本市古町遺跡第 5次調査区出土の平安時代人骨。熊本市埋蔵文化財調査年報第９号：

148-152.

 7．松下孝幸、2007b：熊本市大江遺跡群第 97次調査区出土の平安時代人骨。大江遺跡群Ⅵ（－第 97次・



－ 147 －

第 106 次調　査区発掘報告書－）：114-117.

 8．松下孝幸・他、2008：熊本市二本木遺跡群第 28次調査区出土の古代・中世以降人骨。二本木遺跡群Ⅴ〔二

本木　遺跡群第 28次調査区（E~I･K･L･P 地点）発掘調査報告書〕〔熊本駅西土地区画整理事業にともな

う発掘調査報告（２）〕　：178-183.

 9．松下孝幸・他、2011：熊本市二本木遺跡群第 41次調査区出土の古代人骨。二本木遺跡群ⅩⅡ－二本木

遺跡群第 41　次調査区発掘調査報告書－：127-135.

10．松下孝幸・他、熊本市二本木遺跡群 41次調査区出土の古代人骨。（投稿中）

11．松下孝幸・他、熊本市二本木遺跡群（合同庁舎）出土の古代・中世人骨。（投稿中）

12．松下孝幸・他、熊本市二本木遺跡群 40次調査区Ｆ地点出土の古代・中世人骨。（投稿中）

13．松下孝幸・他、熊本市新屋敷遺跡出土の古代人骨。（投稿中）

14．松下孝幸・他、熊本市二本木遺跡群春日地区第 11次調査区出土の古代・中世人骨。（投稿中）

15．松下孝幸・他、熊本市二本木遺跡群春日地区第 11次調査区３区出土の古代人骨。（投稿中）

16．松下孝幸・他、熊本市二本木遺跡群春日地区第 13次調査区４区出土の古代人骨。（投稿中）

17．松下真実・他、熊本市二本木遺跡群（合同庁舎２区）出土の古代・中世人骨。（投稿中）



－ 148 －



－ 149 －



－ 150 －



－ 151 －



－ 152 －



－ 153 －

熊本県教育庁文化課：二本木遺跡群（春日地区）における自然科学分析

株式会社 古環境研究所

Ⅰ．二本木遺跡群（春日地区）における動物遺存体同定

１．はじめに

　日本列島は一般的に火山灰性の酸性土壌に広く覆われ、動物遺存体の保存状態に恵まれない。そのため遺

跡で動物遺存体が出土するのは、貝塚、石灰岩地帯の洞穴や岩陰などが代表的であるが、近年では湿地環境

の遺跡や遺構からも多くの動物遺存体が報告されつつある。二本木遺跡群の動物遺存体も、湿地環境にある

遺構などから出土しており、保存状態に恵まれたものと考えられる。

２．試料

　試料は、SE011（９世紀初頭）、SI044 内 SP904（９世紀初頭）、SE005（９世紀）、SE009（10 ～ 11世紀）、

SD100（15 ～ 16世紀）、SF001（15 ～ 16世紀）から出土した計 538 点（破片を含む）の動物遺存体である（表

１、表２）。

３．方法

　試料を肉眼で観察し、現生骨格標本と形態的特徴を対比して同定を行った。

４．結果

　動物遺存体の同定結果を表１に示し、主要な分類群の写真を示す。動物の種類や部位が同定できたのは、

ウマ 46点、ウシ 15点、ウシとウマの判別ができないもの 20点、ニホンジカ６点、イノシシあるいはブタ

４点の計 91点である。なお、破片数の算定は、接合しないものでも同一の骨とわかるものは１点とし、遊

離歯のうち同一個体のものは１点と数えた。

哺乳綱　Mammalia

　奇蹄目　Perissodactyla

　　ウマ科　Equidae

　　　ウマ　Equus caballus

　偶蹄目　Artiodactyla

　　ウシ科　Bovidae

　　　ウシ　Bos taurus

　　シカ科　Cervidae

　　　ニホンジカ　Cervus nippon

　　イノシシ科　Suidae

　　　イノシシ /ブタ　Sus scrofa
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５．種類別の特徴

（１）ウマ

　９世紀初頭の井戸 SE011 から１個体分のほぼ全身の骨格部位が出土している。下顎骨は小片となったもの

が１点、椎骨２点、肋骨２点が出土している。肩甲骨、上腕骨、橈骨、尺骨、第３中手骨、寛骨、大腿骨、膝蓋骨、

脛骨、中足骨、距骨は左右一対が、踵骨は右側だけが出土している。なお、右の第３中手骨は第４中手骨が

癒合した状態で出土している。このほか前肢と後肢の判別できない指骨が９点出土しており、その内訳は基

節骨（左２、右１）３点、中節骨（左右不明３）３点、末節骨（左右不明３）３点である。また、手根骨、

足根骨では、中間手根骨（左１）、第３手根骨（左１、右１）、中心足根骨（左１）が出土している。さらに、

顎骨から遊離した状態の上顎切歯（右 1）、上顎臼歯（左 6右 6）、下顎切歯（右１）、下顎臼歯（左５、右６）、

上下左右の分からない切歯が１点、計 26点が出土している（表４）。

　西中川編（1991）による年齢推定式によると、臼歯の計測結果からこのウマは８～ 14歳の壮齢の個体と

考えられる。犬歯は出土しておらず、雌雄は不明である。最も保存状態が良い脛骨（左）は最大長 329.6mm

であり、林田・山内（1957）の体高推定式を用いると、体高 129cmという値が得られ、日本に在来の御崎馬（体

高 130cm程度）などの中型馬に相当する。以上のように一個体分のウマの骨が出土しているが、これら以

外にウシあるいはウマと同定した肋骨が 13点あり、これらも同一個体のウマである可能性が高い。

　このほか、９世紀の井戸 SE005 から、橈骨（左）が１点、15～ 16世紀の道路 SF001 から脛骨（右）、中

足骨（左）が１点ずつ出土している。この中足骨の骨幹部外側には、刃物によって上方から下方に向かって

削いだような痕跡がみられる。

（２）ウシ

　９世紀の竪穴住居 SI044 内の小穴 SP904 から、遊離歯が７点出土している。このほかにウシあるいはウ

マと同定した遊離歯１点もウシである可能性が高い。15～ 16世紀の溝状遺構 SD100 から橈骨・尺骨（右）、

中手骨（右）、中足骨（左）、基節骨（左右不明）、距骨（左）、踵骨（左）、中心足根骨（左）・第四足根骨（左）

が１点ずつ、計８点が出土している。踵骨、中心足根骨、第四足根骨は解剖学的に正位置を保っており、距

骨もあわせて同一個体のものである。また、重複する部位がなく、全て同一個体の可能性もある。

（３）ウシ／ウマ

　９世紀初頭の井戸 SE011 から肋骨が 13点出土しており、上述のようにウマの可能性が高い。９世紀の竪

穴住居 SI044 内の小穴 SP904 から遊離歯１点が出土しており、上述のようにウシの可能性がある。15～ 16

世紀の溝状遺構 SD100 から上腕骨、大腿骨、そして部位不明のものがあわせて６点出土している。大きさか

らウシあるいはウマの四肢骨と判別できるものが大部分であるが、保存状態が不良で部位を特定ができない

ものも含まれる。同遺構ではウシだけが出土しており、これらの四肢骨も同一個体のウシである可能性があ

るが同定には至らなかった。

（４）ニホンジカ

　10～ 11 世紀の井戸 SE009 から頭蓋骨が１点、遊離歯 15点、計 16点が出土している。頭蓋骨は、右側

の角突起直下の前位部に異なる３方向から鋭利な刃物を叩きつけた痕跡と後部に割り取った痕跡が見られる。

このことから枝角を頭部から外すときに、まず刃物で叩き、最後は折りとったと考えられる。遊離歯は上・

下顎臼歯 15点（うち乳歯３点）が出土しており、成獣と幼獣の２個体が見られる。これらの他にニホンジ

カと思われる下顎骨の小片６点が出土しており、いずれも接合できないが、同一個体のものと思われる（表６）。

15～ 16世紀の溝状遺構SD025から、下顎骨から遊離した第一あるいは第二後臼歯（右）が１点出土している。
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（５）イノシシ／ブタ

　弥生時代以降の遺跡から出土するイノシシにはブタが含まれている可能性があり（西本，1991）、骨の形

態から野生のイノシシと家畜化したブタを区別することは困難である。10～ 11世紀の井戸 SE009 から、下

顎骨１点、その下顎骨から遊離した切歯２点（左右不明）と臼歯９点（左４、右３、左右不明２）計 11点

出土している（表６）。また、橈骨（左）、尺骨（左）、脛骨（左）が１点ずつ出土しており、橈骨は近位部に

叩き切られた痕跡が見られる。下顎骨は第三後臼歯が萌出しており、著しい咬耗は見られず、林良（1977）

が分類した咬耗段階では生後 43～ 44カ月に相当する。また、下顎犬歯の歯槽が大きく開口していることか

ら、オスと推測される。さらに、下顎骨の第一後臼歯直下の舌側には、鋭利な刃物による切傷が見られる。

６．考察

　二本木遺跡群は、古代の飽田に位置する肥後国府の推定地であり、第 18次調査では９世紀後半の SD001

からウマの寛骨、SD044 から頭部を除いたほぼ一体分のウシの骨が出土している（西中川，2005）。第 34

次調査では８世紀末から９世紀にかけて複数の遺構からウマ、ウシを含む動物遺存体が出土しており、公

の施設において伝令、駅馬、物資の搬入などのためにウマ、ウシを多用したことが想定されている（沖田，

2009）。

　今回の調査では、古代の遺構からウマ、ウシ、ニホンジカ、イノシシ /ブタが、中世の遺構からウシ、ウマ、

シカが出土している。古代ではウマがまとまって出土しているのに対して、中世では断片的な部位の出土に

とどまる。一方、ウシは中世の遺構で同一個体と考えられる四肢骨が出土している。牛馬は人を乗せ、物資

の輸送、農耕などに使役されるほか、祭祀・儀礼の犠牲にもなり、死後はほとんどの場合が解体され、皮、肉、

骨、角、蹄、内臓などが利用されるということが近年の考古学、文献史学、民俗学の成果として明らかにさ

れている（松井，2005 など）。

　注目されるのは、９世紀の井戸 SE011 からウマの全身骨格がほぼ揃った状態で出土していることである。

このウマは体高 129cmと推定され、日本在来馬の中では中型馬に相当する。体高推定に用いた脛骨は、古

代の遺跡から出土したものと比較すると、最大長（GL）に対して骨幹幅（SD）がやや細く、華奢な印象を受

ける（表３）。このウマの全身骨格が正位置を保持した状態であったのか明らかでないことや解体痕が見られ

ないことから、解体されずに井戸に投棄された可能性と、解体後に投棄された可能性の両方が考えられる。

　古代ではウマのほぼ全身骨格が出土したのに対して、ウシは部分的な出土にとどまることから、解体され、

皮や肉を取りはずした後に投棄されたことが想定される。狩猟で捕獲した成獣のニホンジカの頭蓋骨は、製

品の素材に適した枝角を切り取ったものである。ニホンジカには解体痕が見られないが、枝角の利用のほか、

肉が食用になったことが想定される。また、イノシシ /ブタの下顎骨や橈骨には傷が見られることから、解

体されて食用になったと考えられる。

７．まとめ

　二本木遺跡群（春日地区）では、古代から中世にかけての遺構から動物遺存体が出土しており、ウマ、ウ

シ、ニホンジカ、イノシシ /ブタが同定された。古代のウマは井戸からほぼ全身の骨格部位が出土している。

ウシは遊離歯が出土しており、ウシやウマは役畜として人の移動や物資の運搬、祭祀における供物に利用され、

その死後は食肉、皮革、骨角製品の素材などに利用されたことが想定される。イノシシ /ブタは食用に供さ

れ、ニホンジカは食用以外に鹿角が利用されたと考えられる。注目されるのは、井戸 SE011 から１個体分の

ウマの骨が出土したことであり、古代のウマの利用を考える上で貴重な資料である。今後、このウマの利用

について、出土状況や共伴遺物とあわせて検討する必要があろう。なお、今回の動物遺存体同定にあたっては、

小舟みなみ氏（京都大学人間・環境学研究科）および丸山真史氏（奈良文化財研究所・客員研究員）の協力

を得た。
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表１　出土動物遺存体一覧
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・同一個体―数字は同一個体を示す。

表２　遺構年代と最小個体数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註）別遺構は別個体とし、重複する部位がなければ同一個体として数えた。

表３　ウマ　脛骨計測値の比較

　　　　　　　　　　　　　（註）１～４は西中川（1991a）のデータをもとに作成。
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表４　ウマ遊離歯計測表
SE011

表５　ウマ臼歯列長計測表
SE011

　　　　　　　　　　　　　　　　計測値（mm）

（註）遊離歯を並べて計測。

表６　歯の計測値表
SF001

SE009

（註）“ ※ ” 以外は遊離歯　　　　　　　　　　　　　　　　　　計測値（mm）

（註）イノシシ /ブタの「成長」はWilson(1982) を利用。



－ 165 －

表７　歯の計測値表
SE011　ウマ 　 SF001　ウマ

Bd
Dd

SE009　イノシシ /ブタ

　　　  SD100　ウシ

　　　　　　　　　　　計測値（mm）
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Ⅱ．二本木遺跡群（春日地区）における土器付着物の蛍光Ｘ線分析

１．はじめに

　物質にＸ線を照射すると、その物質を構成している元素に固有のエネルギー（蛍光Ｘ線）が放出され、こ

の蛍光Ｘ線を分光して波長と強度を測定することで、物質に含まれる元素の種類と量を調べることができる。

２．試料

　分析試料は、C区 SK047 から出土した９世紀の土師器の内面に付着した金属質の物質（№１、№２）である。

試料の写真を図１、図２に示す。

３．方法

　エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（堀場製作所製分析顕微鏡，XGT-5000Type Ⅱ）を用いて、元素の同

定およびファンダメンタルパラメータ法（FP法）による定量分析を行った。まず最初に元素マッピング分析

を行い、主要元素のマッピング図を基に輝度の高い箇所を５ヶ所選んでポイント分析を行った。測定条件は、

測定時間 3000 秒、ビーム径 100 μ m、電圧 50kV、試料室内真空である。なお、今回は非破壊分析のため

試料表面の研磨を行っていないことから、定量分析結果の数値は必ずしも正確なものとはいえない。

４．分析結果

　図１と図２に分析ポイントを示した元素マッピング図およびポイント分析により得られたスペクトルを示

し、表８に各試料・各ポイントにおける各元素の定量分析結果（wt％）を示す。

　土器胎土に多く含まれるケイ素や鉄などの元素を除くと、№１では主に銅（Cu）、スズ（Sn）、鉛（Pb）、ヒ素（As）

が検出され、ニッケル（Ni）、銀（Ag）、アンチモン（Sb）、金（Au）、ビスマス（Bi）も認められた。№２で

は主に銅（Cu）、鉛（Pb）、ヒ素（As）が検出され、ニッケル（Ni）、亜鉛（Zn）、銀（Ag）、アンチモン（Sb）、

ビスマス（Bi）も認められた。

５．考察

　土師器の内面に付着した金属質の物質（№１、№２）について蛍光Ｘ線分析を行った。その結果、№１は銅、

スズ、鉛、ヒ素、№２は銅、鉛、ヒ素を主体とした元素組成であり、いずれも銅合金に由来するものと考えられる。

なお、№２はスズが検出されないなど元素組成に差異があることから、№１とは材質が異なっている可能性

が考えられる。その他の微量元素については、鉱石から分離できなかった不純物の可能性が考えられる。
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表８　土器付着物の蛍光Ｘ線分析結果
（wt％）
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第５章　調査の成果
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井戸 SE001 出土遺物及び実物大模式図

井戸 SE002 出土遺物及び実物大模式図
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